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(54)【発明の名称】 液晶表示装置とその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  本発明は、いわゆるＡＶ機器や、ＯＡ機器な
どに適用されるアクティブマトリックス方式の液晶表示
パネルに関するものであり、特に、ホ゜リシリコンTFTによる走
査回路を内蔵した、アクティブマトリックス方式の液晶
表示パネルに関するもので、ケ゛ートパルス電位Vgをt0時に
立ち下げることに起因した画質不良が発生しない液晶表
示装置とその駆動方法の提供を目的とする。
【解決手段】  垂直走査回路でのゲート線に印加するパ
ルスの出力アンプを形成するPチャネルTFTとｎチャネル
TFTで、前記PチャネルTFTの出力能力を前記ｎチャネルT
FTの出力能力の５０％以下にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲー
ト線と、画像信号を伝達する複数の信号線とが設けら
れ、且つ、前記複数のゲート線と前記複数の信号線との
各交差点に対応して、ゲート線及び信号線に接続された
画素トランジスタと、前記画素トランジスタを介して、
前記信号線に接続された画素電極と、共通電極と、垂直
走査回路と、水平走査回路とを備えたアクティブマトリ
ックス型液晶表示パネルにおいて、前記ゲート線に印加
するパルスの立ち下げ時間を前記パルスの立上げ時間の
２倍以上に長くすることを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項２】前記ゲート線に印加するパルスの立ち下げ
時間を、0.2μsから10μsの間の時間とすることを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】請求項１または２に記載の駆動方法を実現
する液晶表示装置であって、垂直走査回路でのゲート線
に印加するパルスの出力アンプを形成するPチャネルTFT
とｎチャネルTFTにおいて、前記PチャネルTFTの出力能
力が前記ｎチャネルTFTの出力能力の５０％以下である
ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、いわゆるＡＶ（Au
dio Vidual) 機器や、ＯＡ(Office Automation)機器な
どに適用されるアクティブマトリックス方式の液晶表示
パネルに関するものであり、特に、ポリシリコンTFTに
よる走査回路を内蔵した、アクティブマトリックス方式
の液晶表示パネルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】図３は、ポリシリコンTFTによる走査回
路を内蔵した、アクティブマトリックス方式の液晶表示
パネルの画素の回路図である。図３において、１は信号
線、２はゲート線、３は画素トランジスタ、４は付加容
量、５は画素電極、６は液晶、７は共通電極、８はゲー
ト線と画素トランジスタのドレイン間の寄生容量であ
る。
【０００３】図２は、従来の液晶表示パネルの画素の回
路でのゲートパルス電位Vgと画素電極電位Vdの時間的変
化を示した図である。図２に示すように、ゲートパルス
電位Vgをt0時に立ち下げると、ゲート線と画素トランジ
スタのドレイン間の寄生容量８により、画素電極電位Vd
は、ｔ１時のように下がる。その結果、画素へ書き込む
べき画素電極電位Vdsigが、ΔVdだけ書き込み不足にな
り、それが、液晶表示ではザラザラした表示不良にな
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】この様な従来の駆動方
法で、ゲートパルス電位Vgをt0時に立ち下げると、ゲー
ト線と画素トランジスタのドレイン間の寄生容量８によ
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り、画素電極電位Vdは下がり、その結果、画素へ書き込
むべき画素電極電位Vdsigが、ΔVdだけ書き込み不足に
なり、それが、液晶表示ではザラザラした表示不良にな
るという課題がある。
【０００５】本発明は、上記課題を解決するもので、ゲ
ートパルス電位Vgをt0時に立ち下げることに起因した画
質不良が発生しない液晶表示装置とその駆動方法の提供
を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は、垂直走査回路でのゲート線に印加するパ
ルスの出力アンプを形成するPチャネルTFTとｎチャネル
TFTで、前記PチャネルTFTの出力能力を前記ｎチャネルT
FTの出力能力の５０％以下にすることで、ゲート線に印
加するパルスの立ち下げ時間をパルスの立上げ時間の２
倍以上に長くすることを特徴とするものである。
【０００７】本発明のアクティブマトリックス型液晶表
示パネル及びその駆動方法は、上記の構成により、ゲー
トパルス電位Vgを立ち下げることに起因した画質不良が
発生しない。
【０００８】
【発明の実施の形態】本発明の一実施例を図１、図３、
図４、図５、を参照して説明する。なお、図１は本発明
の一実施例に係るアクティブマトリクス型液晶表示パネ
ルにおいて、画素の回路でのゲートパルス電位Vgと画素
電極電位Vdの時間的変化を示した電位変化図である。ま
た、３図は、ポリシリコンTFTによる走査回路を内蔵し
た、アクティブマトリックス方式の液晶表示パネルの画
素の回路図である。図３において、１は信号線、２はゲ
ート線、３は画素トランジスタ、４は付加容量、５は画
素電極、６は液晶、７は共通電極である。さらに、図４
は本発明の一実施例に係るアクティブマトリクス型液晶
表示パネルの回路構成図である。図４において、10は垂
直走査回路、11は水平走査回路、12アナログスイッチで
ある。図５は本発明の一実施例に係る垂直走査回路の回
路の例である。
【０００９】上記図面を用いて、図１に示すt0で電源を
立ち下げる駆動方法ついて以下に説明する。図１に示す
ように、ゲートパルス電位Vgをt0時に立ち下げるが、図
２に示す従来に比べて、立ち下げる時間を長くする。例
えば、立ち下げ時間をパルスの立上げ時間の２倍以上と
する。なお、通常の液晶表示駆動で、１Ｈ期間が60μs
になる場合には、立ち下げ時間を、0.2μsから10μs程
度にする。その結果従来に比べて、ゲート線と画素トラ
ンジスタのドレイン間の寄生容量８に起因した電位変化
を小さく出来るため、画素電極電位Vdは、図１のｔ２時
に示すようにほとんど下がらない。
【００１０】なお、上記で説明した本発明の一実施例の
ゲートパルス電位Vgを実現するための垂直走査回路の一
実施例の回路を、図５に示す。図５において、垂直走査
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回路１０からの出力アンプ２１をPチャネルTFT２２とｎ
チャネルTFT２３で、PチャネルTFT２２の出力能力をｎ
チャネルTFT２３の出力能力の５０％以下にすること
で、上記で説明した本発明の一実施例の立ち下げる時間
を長くしたゲートパルス電位Vgを実現できる。
【００１１】
【発明の効果】以上の実施例から明らかなように本発明
によれば、垂直走査回路でのゲート線に印加するパルス
の出力アンプを形成するPチャネルTFTとｎチャネルTFT
で、PチャネルTFTの出力能力をｎチャネルTFTの出力能
力の５０％以下にすることで、ゲート線に印加するパル
スの立ち下げ時間をパルスの立上げ時間の２倍以上に長
くすることで、ゲートパルス電位Vgを立ち下げることに
起因した画質不良が発生しないことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例での画素部での電位変化図

【図２】従来の一実施例での画素部での電位変化図
【図３】画素の等価回路図
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【図４】本発明の一実施例による液晶表示パネルの回路
構成図
【図５】本発明の一実施例による液晶表示パネルの垂直
走査回路構成図
【符号の説明】
１  信号線
２  ゲート線
３  画素トランジスタ
４  付加容量
５  画素電極
６  液晶
７  共通電極
10  垂直走査回路
11  水平走査回路
12  アナログスイッチ
21  出力アンプ
22  PチャネルTFT
23  ｎチャネルTFT

【図１】 【図２】
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【図５】
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摘要(译)

有源矩阵型液晶显示面板技术领域本发明涉及一种应用于所谓的AV设
备，OA设备等的有源矩阵型液晶显示面板，特别是涉及一种通过多晶硅
TFT具有扫描电路的有源矩阵型液晶显示面板。 发明内容因此，本发明
的目的在于提供一种液晶显示装置及其驱动方法，在该液晶显示装置及
其驱动方法中，不会发生由于在t0时栅极脉冲电位Vg的下降而引起的画
质不良。 形成施加到垂直扫描电路中的栅极线的脉冲的输出放大器的P
沟道TFT和n沟道TFT，并且将P沟道TFT的输出能力设定为n沟道TFT的
输出能力的50％以下。 要做。
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